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大の直前，2020 年 1 月から 2月に，東京都 23 区民を対象に調査を行った（1）（以下，20 年
調査と略記）。この調査は，本研究プロジェクトが 2006 年に実施した同様の調査（以下，
06 年調査と略記）の継続調査という性格ももつ（2）。標本数や回収方法などが異なるため





 〈06 年調査〉調査対象集団：東京都 23 区在住の 20 歳から 79 歳までの住民男女
  標 本 抽 出：二段無作為抽出法
  標 本 数：1,200 サンプル（有効回収票 724 票，回収率 60.3％）
  実 査 方 法：調査員による訪問留め置き法
  調 査 期 間：2006 年（平成 18 年）1月 13 日から同年 1月 22 日までの 10 日間
 〈20 年調査〉調査対象集団：東京都 23 区在住の 20 歳から 79 歳までの住民男女
  標 本 抽 出：層化二段無作為抽出法
  標 本 数：5,100 サンプル（有効回収票 1,701 票，回収率 33.4％）
  実 査 方 法：郵送配布・郵送回収
  調 査 期 間：2020 年（令和 2年）1月 17 日から同年 1月 31 日までの 15 日間
〔論　説〕
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ある 06 年調査と 20 年調査だが，多くの質問項目において近似した値のデータが得られた。






大きな差はなく，むしろ家族関係と密接な関係をもっていた（4）。それから 14 年後の 20 年
調査について，年代別との関連を示したのが図 1である（p＜.01，V=0.113）。
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40 代から 60 代まで軒並み 7割近くが参拝しており，それほど大きな差があるわけではな
い。さらに詳細な分析は別稿に譲るとして，さしあたり 20 年調査からも，初詣を取り立
てて「若者」のイベントとは言いがたいという 06 年調査と同一の傾向を指摘できる。








































れまでの経験を問うたため，96.5％の人が「ある」と回答した。「この 3年間」と期間を区切った 20 年調査
との比較はできない。


















柄について，06 年調査と 20 年調査とを比較して見たい。すなわち，（1）おみくじを引く
などの行為を実際にどの程度行っているか，（2）おみくじや厄年などをどの程度気にする
か，（3）絵馬の奉納やお経を唱えるといったことの効果をどの程度信じているか，（4）超
人知的存在の可能性の 4点について，06 年調査と 20 年調査のデータを比較してみよう。
















読については 06 年と 20 年とでほぼ同じ比率となったが，テレビの運勢コーナーの視聴に
ついては若干減少傾向が見られたのである。葬儀後に塩で清める所作についても，若干減
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操作法について，06 年から 20 年の変化を見ていこう。「B．パワースポットに行くこと」
と「D．お守りを持つこと」は，06 年調査になかった新たな項目であるため比較ができず，
ここでは省略する（パワースポットの関連については後述）。































































効果がある 多少は効果がある 効果はあまりない 効果は全くない 無回答














ある」を合計した効果の「肯定傾向」からは，たしかに 60 代と 70 代の高齢層は肯定傾向
が低い。しかし，では，それがとくに「若者に特徴的」なのかと言えば，20 代から 50 代
まで大きな差はなく，パワースポットに対する効果意識が特別に若者に特徴的なものだと







































効果がある 多少は効果がある あまり効果はない 全く効果はない
（9） 年代別集計で確認しておくと，40 代の「お経・お祈り」の「肯定傾向」は 73.9％（16.8％＋57.1％）であり，
1％水準で有意（p＜.01，V＝0.085）。
―8―






































































































































　すべてにおいてではないが，2006 年 1 月から 2020 年 1 月のデータを比較して見たとき，
14 年を経ても大きな変化が見られないことを見てきた。この 14 年という時を埋めるデー




















（10） 20 年調査では新たに「E．因果応報」を加えたが，06 年調査との比較ができないのでここでは省く。








（12） 20 年調査では具体的に収入状況や支持政党なども尋ねている（06 年調査では諸般の理由から断念した項目
であった）。それらの関連を踏まえた分析は，今後の課題である。
―10―







　そう見たとき，06 年調査から 20 年調査については，先に触れた「強固な意識構造・社
会構造」を要因とする以外にも，少なくともさらに二つの視点がありうる。一つは，調査
の項目となった行為や意識は，短期的には変化しない「心性」に関わっているという可能














独死」の増加もある。06 年調査，20 年調査とも東京都 23 区民を対象にした調査だが，内
閣府の『高齢社会白書』によれば，（23 区以外も含む）東京都内
0 0 0 0
で「孤立死と考えられる
事例が多数発生」しており，東京都監察医務院のデータによると「東京 23 区内における































　本稿では，新型コロナウィルス感染拡大のまさに直前となる 2020 年 1 月に行った生活















（15）「伊勢神宮参拝者数，7年連続 800 万人超え　初詣客でにぎわう」『伊勢志摩経済新聞』（2019 年 1 月 1 日付）
（https://iseshima.keizai.biz/headline/3127/，2021 年 1 月 17 日閲覧）
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〔インターネット参照〕
「伊勢神宮参拝者数，7年連続 800 万人超え　初詣客でにぎわう」『伊勢志摩経済新聞』（2019
年 1月 1日付）（https://iseshima.keizai.biz/headline/3127/，2021 年 1月 17日閲覧）
内 閣 府「平成 30 年 版 高 齢 社 会白書（全体版）」（https://www8.cao.go.jp/kourei/
whitepaper/w-2018/html/zenbun/s1_2_4.html，2020 年 1 月 17 日閲覧）
　本論文は，JSPS 科研費（基盤研究（B））18H00929 の助成を受けた研究成果の一部です。
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